
第２学年 国語科 日時 平成２３年１１月２日（水） 指導者 教諭 佐々木貴幸 場所 ２年３組教室

単元名 絵を見てお話を作ろう

単元の目標

・お話を書くことに興味を持ち，場面の様子を想像しながら楽しんでお話を作ろうとする。

〔関心・意欲・態度〕

◎自分の考えが明確になるように，事柄の順序に沿って簡単な構成「始め・中・終わり」を考えて書く。

〔書く(１)イ〕

◎想像したことなどを，場面の様子や人物の気持ちなどが伝わるように文章に書く。〔書く(２)ア〕

・文の中における主語と述語との関係に注意し，話のつながりを意識して書く。

〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項イ（カ）〕

単元について

本単元のねらいは，絵を見て想像したことを，「始め・中・終わり」の構成で文章に書き，書いたものを読み

合って感想を交流することである。「いつ，どこで，だれが，何をした」などの要素や，接続語，会話文や気持

ちを表す表現など，今まで学習してきた内容を生かしながら，簡単な文章の構成を意識して書き進めていく。

お話を作る活動を通して，想像することの楽しさや互いの想像を交流し合う喜びを味わうことができる単元で

ある。文章を書くのが苦手な児童も，絵から想像するという方法でのお話作りならば，楽しんで参加できるの

ではないかと考える。

自信を持って表現する力を育てるために身に付けさせたい力

・場面の様子が伝わるように，登場人物の行動や会話のつながりを考えて文章を書く力

児童の実態

５月に行った「ことばの力アンケート」では，「自

分の考えを書くことができる」と答えた児童は５

８％と少なかった。そこで，自信を持って表現でき

る児童を育てるために，本学級では，毎日４行日記

を書いたり，定期的に作文を書いたりしてきた。そ

の際，会話文や気持ちを表す言葉を用いて書くよう

指導している。７月の「できるようになったよ」の

学習以降，「いつ，どこで，だれが，何をしたか」

などの要素や順序を表す接続語を用いて書くこと

のできる児童が増えてきた。しかし，主語・述語の

関係や文末表現に気を付けたり，接続語を用いて事

柄のつながりが分かるように書いたりすることが

あまりできていない。

教師の思いや願い

絵を見て想像したことを，登場人物の様子や気持ちが伝

わるように書かせたい。そのために，次のような段階を踏

んで指導にあたる。

①モデル活動を取り入れ，登場人物がしたことや吹き出し

に書いたことを基に，はじめの話をみんなで考えて作

る。

②中の場面で，登場人物がしたことや絵から分かることを

お話メモに書く。

③モデル文を提示し，接続語や修飾語の効果的な使い方に

着目させる。また，会話文の書き方を確認する。

④交流場面を設定し，ペア学習を通して自分のお話作りに

使いたいと思った言葉や表現を見つけて，付箋に書き，

相手に伝える。

単元の構想と展開にあたって ＜指導計画＞全８時間

一次 第１時

第２時

第３時（本時）

学習のねらいを確かめ，始めの部分のお話を書く。

絵を基に，中の部分のお話メモを作る。

中の場面を想像して，様子や気持ちが分かるようにお話を書く。

二次 第４時

第５・６時

第７時

第８時

３枚の絵を見て，想像したことを基にお話メモを作る。

絵やお話メモをもとにお話を書く。

書いた文章を読み返し，間違いなどを正す。

完成したお話を友達と読み合い，感想を伝え合う。



本時の提案

①モデル文を参考にして，二人の様子や気持ちがよく伝わるようにお話を書くことができるようにする。

②友達の書き方のよさに気付かせ，自分のお話作りに生かそうとする気持ちを持たせる。

本時のねらい

・中の場面を順序に沿って想像し，二人の様子や気持ちがよく伝わるようにお話を書くことができる。

段階 学習活動 ・指導上の留意点 ◇主な指示や発問 評 具体の評価規準

導
入
（
10
分
）

１．前時の学習を振り返る。

・始めと終わりのお話を読む。

２．本時のめあてを知る。

・中の場面を想像する。

◇昨日まで学習したことを思い出しましょう。

・始めと終わりの場面のお話を提示する。

・お話メモを基に，二人がしたことを確認する。

・中の場面のお話（モデル文）を提示する。【提案①】

・モデル文を活用して，お話の書き方が理解できるようにする。

展
開
（
33
分
）

３．中のお話をワークシートに

書く。（２０分）

・書き終わったら，始めの場面

から終わりの場面までを続

けて読む。

・お話に題名を付ける。

４．書いたお話を発表する。

（１３分）

・隣同士でお話を読み合い，

聞き合う。

・クラス全員の前で発表する。

◇二人の様子や気持ちを想像して，中の場面のお話を書きましょう。

・児童の文章のよい点を認める声がけをしながら，机間指導をする。

・普段よりも意欲的に取り組んでいる児童の文章を紹介する。

・様子や気持ちがよく伝わる表現を紹介する。

・書き終わった児童には，できたお話に題名を付けるよう指示する。

評 中の場面を順序に沿って想像し，二人の様子や気持ちがよく伝わる

ようにお話を書くことができる。

・隣の人に見せながら，ゆっくり，はっきりと読むように指示する。

・ペア学習の際に，観点を持って交流させる。【提案②】

二人の様子や気持ちがよく伝わる言葉や文を見付ける。

・友達のお話を聞き，自分のお話作りに生かしたいと思った言葉や表現を

見付けて付箋に書き，相手に伝えさせる。

・様子や気持ちがよく伝わる表現を書いている児童を指名し，発表させる。

ま
と
め(

２
分)

５．次時の予定を知る。 ・３枚の絵を見て想像して，新しいお話を書くことを知らせる。

（二次の学習活動）

具体の評価規準 ・中の場面を順序に沿って想像し，二人の様子や気持ちがよく伝わるように，会話文を入れて

お話を書いている。

十分満足できる状況 ・中の場面を順序に沿って想像し，二人の様子や気持ちがよく伝わるように，会話や修飾語

などを工夫してお話を書いている。

Ｃへの手だて ・書き出せない児童には，モデル文の書き出しを参考にするように助言する。

・会話文だけでお話を書き進めている児童には，モデル文のように様子を表す文を入れるよう

に助言する。

二人のようすや気もちがよく伝わるように，中のお話を書こう。

・場面をつなぐ文が必要である。

・お話メモを基に，会話文を入れて書く。

・二人の様子がよく伝わるように，言葉や文を工夫して書く。


